
池谷　健太郎3年
■学部・学科／法学部・管理行政学科
■出身高校／千葉県・富里高校
■自己記録／全日本大学駅伝3区 区間7位（2008年）
　　　　　　箱根駅伝6区 区間9位（2009年）
■自己PR／上級生として恥ずかしくない走りをしたい。練習が

順調なので、ケガをしないようにする。両親の期待
に応えられるように頑張り、結果にこだわりたい。

高月　雄人3年
■学部・学科／法学部・管理行政学科
■出身高校／福岡県・大牟田高校
■自己記録／14分13秒（5,000m）・29分22秒 （10,000m）
　　　　　　1時間05分17秒（ハーフマラソン）
■自己PR／上級生であることを常に意識して、チームの和と士

気高揚を図り、普段の練習でもチームを引張り今年
こそは選手として箱根路に挑戦したいと思います。

堂本　尚寛2年

今年の上半期は結果を出せなかったが、春から夏
にかけてスタミナを培い、徐々に調子を上げてきた
ので、自信をもって自分の力を駅伝にぶつけたい。

■学部・学科／文理学部・体育学科
■出身高校／長野県・佐久長聖高校
■自己記録／13分59秒（5,000m）
　　　　　　全日本大学駅伝3区 区間2位（2009年）
■自己PR／

岡村　悠平2年
■学部・学科／文理学部・教育学科
■出身高校／山口県・西京高校
■自己記録／14分13秒（5,000m）
　　　　　　1時間04分30秒（ハーフマラソン）
■自己PR／前回の大会では、4区で区間18位とチームの足を

引っ張ってしまい迷惑をかけてしまったので、今回
はしっかりと自分の走りでチームに貢献したい。

井上　陽介4年
■学部・学科／生物資源科学部・食品生命学科
■出身高校／北海道・釧路湖陵高校
■自己記録／14分14秒（5,000m）・29分34秒 （10,000m）
　　　　　　1時間04分45秒（ハーフマラソン）
■自己PR／今年は最終学年であるとともに、12年間の陸上競

技の最後の年でもあるので、後悔の無い走りをし
たいです。昨年度より良い区間順位を狙います。

ギタウ　ダニエル4年
■学部・学科／国際関係学部・国際文化学科
■出身高校／ケニア・ガル高校
■自己記録／13分23秒（5,000m）
　　　　　　27分44秒 （10,000m）
■自己PR／今年の箱根駅伝が最後なので、悔いが残らないよ

うにがんばりたい。
V13を目指し、区間賞、総合優勝を狙います！

延壽寺　博亮3年
■学部・学科／商学部・商業学科
■出身高校／長崎県・諫早高校
■自己記録／14分02秒（5,000m）
　　　　　　箱根駅伝3区 区間16位（2008年）
■自己PR／今年は半年間故障で走れなかったので、しっかり練

習して万全の状態でのぞみたい。チームに貢献し、
応援してくれる家族や友達に元気な姿を見せたい。

山崎　大直2年
■学部・学科／法学部・政治経済学科
■出身高校／神奈川県・藤沢翔陵高校
■自己記録／14分25秒（5,000m）
　　　　　　1時間04分31秒（ハーフマラソン）
■自己PR／箱根駅伝を目指して日々努力をしていきたい。ま

た、箱根に選手として出場し、なおかつ活躍したい
と思います。

山下　尭哉2年
■学部・学科／法学部・管理行政学科
■出身高校／東京都・拓殖大学第一高校
■自己記録／全国高校駅伝1区出場
　　　　　　全国都道府県駅伝1区出場
■自己PR／昨年は箱根のメンバーだけで終わってしまったの

で、今回の箱根はしっかり走れるように日々の練習
を集中して行い、良い結果が出るように努力する。

佐藤　佑輔1年
■学部・学科／法学部・公共政策学科
■出身高校／千葉県・富里高校
■自己記録／14分02秒（5,000m）
　　　　　　全日本インカレ5,000m 14位（2009年）
■自己PR／夏の練習も故障することなく、確実に実力アップで

きたと思うが、慢心することなく練習に取り組みた
い。レースではリラックスし、積極的に走りたい。

横松　徹1年
■学部・学科／法学部・公共政策学科
■出身高校／栃木県・佐野日大高校
■自己記録／14分25秒（5,000m）
　　　　　　29分58秒 （10,000m）
■自己PR／今年は1年目ですが、積極的に練習に取り組み、良

い成績が残せるように頑張りたい。また、5000m
や10000mのベストを更新できるように頑張る。

花島　昂己1年
■学部・学科／文理学部・教育学科
■出身高校／埼玉県・東京農大第三高校
■自己記録／埼玉インターハイ800m 5位（2008年）
　　　　　　関東インカレ1,500m 5位（2009年）
■自己PR／持ち前のスピードを生かし、少しでもチームの力に

なれるように頑張りたい。また、個人的には箱根駅
伝を走り、区間賞を取れるように努力したい。

ガンドゥ ベンジャミン1年
■学部・学科／国際関係学部・国際文化学科
■出身高校／ケニア・ガル高校
■自己記録／13分51秒（5,000m）
　　　　　　28分45秒 （10,000m）
■自己PR／初めての箱根駅伝なので、緊張と不安があると思

いますが、チームに迷惑をかけないレースをし、
V13、区間賞、総合優勝を目指して頑張ります。

丸林　祐樹4年

最後の年なので悔いのない走りをする。一度も
チームに貢献できていない分、ラストはチーム戦
らしく走りたいと思います。

■学部・学科／経済学部・経済学科
■出身高校／大阪府・清風高校
■自己記録／14分06秒（5,000m）・29分40秒 （10,000m）
　　　　　　1時間04分05秒（ハーフマラソン）
■自己PR／

吉田　和矢4年
■学部・学科／法学部・管理行政学科
■出身高校／福島県・田村高校
■自己記録／14分34秒（5,000m）・29分57秒 （10,000m）
　　　　　　1時間04分22秒（ハーフマラソン）
■自己PR／自分の得意である粘りのある走りでがんばります。校友の皆

さんにはこれまで熱い声援をいただき大変感謝しておりま
す。本年も引き続き沿道での熱い声援をお願い致します。

延壽寺　隆之3年
■学部・学科／経済学部・産業経営学科
■出身高校／長崎県・諫早高校
■自己記録／14分25秒（5,000m）
　　　　　　1時間05分13秒（ハーフマラソン）
■自己PR／今年こそは箱根駅伝に出場し、今までお世話に

なった方々へのご恩を返せるように、一生懸命頑
張ります。

横松　優1年
■学部・学科／法学部・公共政策学科
■出身高校／栃木県・佐野日大高校
■自己記録／14分15秒（5,000m）
　　　　　　30分19秒 （10,000m）
■自己PR／今年は1年目ですが、メンバーに入って駅伝を走り

たい。また、最後まであきらめず粘り強い走りで日
大をアピールしたいです。

田倍　憲人1年
■学部・学科／法学部・公共政策学科
■出身高校／埼玉県・埼玉栄高校
■自己記録／14分19秒（5,000m）
　　　　　　30分34秒 （10,000m）
■自己PR／箱根駅伝に選手として参加して、チームに貢献で

きる走りをしたい。また、そのためにはケガをせず
にコツコツと練習を積んでいきたいと思います。

寺田　裕成1年
■学部・学科／法学部・公共政策学科
■出身高校／山口県・西京高校
■自己記録／14分17秒（5,000m）・31分03秒 （10,000m）
　　　　　　3分59秒（1,500m）
■自己PR／1年生からでも箱根駅伝出場を目指し、チームに

貢献する走りをしたい。5000mと10000mのベ
ストを更新したい。

吉田　貴大1年
■学部・学科／経済学部・経済学科
■出身高校／長野県・長野日大高校
■自己記録／14分37秒（5,000m）・30分14秒 （10,000m）
　　　　　　9分11秒（3,000mSC）
■自己PR／今年は7月まで故障していて思うように走れな

かったので、練習後のケアをしっかり行い、きちん
と練習をこなせるよう頑張り、箱根に出場したい。

笹崎　慎一3年
■学部・学科／文理学部・体育学科
■出身高校／長野県・佐久長聖高校
■自己記録／30分08秒 （10,000m）
　　　　　　1時間04分56秒（ハーフマラソン）
■自己PR／今年は自分の苦手なことに挑戦し、克服できるよう

にする。そして自分にできることを精一杯やる。苦
しくなってから粘る走りを。

第86回
箱根駅伝選手紹介
NIHON UNIVERSITY RUNNER

例年1月2・3日に行われ、三大大学駅伝の最終戦となっている。大正9年
（1920年）2月に明治、早稲田、慶應、東京高師の4大学による東京日比
谷～箱根間4大校駅伝としてスタートしたのが現在の東京箱根間往復大
学駅伝競走のルーツであり、本学は第3回大会（1922年）より出場して
おり今回で13年連続81回目の出場を誇り、更に第16回大会、17回、
18回、19回の箱根駅伝史上初の4連覇の偉業を成し遂げ又3度に渡り
連覇するなど85回の大会開催中総合優勝12回の記録と往路優勝13
回、復路優勝12回の輝かしい成績を収めている。

出雲駅伝は、１９８９年から始まった駅伝で、三大大学駅伝の中では最も
歴史が新しい大会である。最大でも１０.２ｋｍと三大大学駅伝の中で一
番距離が短く、コースも全体的に大きなアップダウンがあまりないため、
毎回接戦となりデッドヒートが繰り広げられる。本学は第1回大会より出
場し、その記念すべき初代優勝校に輝いたのをはじめ、第15回、16回大
会と連覇。昨年の第20回大会優勝に続き、今年度の第21回大会も、出
雲駅伝史上最高となる１分２９秒差を逆転したダニエルの活躍などで連
覇。21回の大会開催中、出場19回優勝5回と記録を伸ばした。

全国各地の予選会や選考会を勝ち抜き選抜された大学が頂点を競う、事
実上の「大学日本一」を決める戦い。全８区間の１０６.８ｋｍのコースで、
小さなアップダウンが多く、長・短距離を絡めた設定になっているため、選
手層の厚さが求められる大会である。本学は第1回大会（1970年）より
出場しており、今年度で11年連続33回目の出場を誇る。第23回、37
回大会で優勝をおさめ、今年度の第41回大会においても、最終8区のダ
ニエルが3位で襷を受けてからの大逆転で、4年ぶり3度目の優勝を果
たす。これで出雲駅伝に続き三大大学駅伝「二冠」を達成した。
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6回
0回
0回
9回
0回
0回
1回
0回
0回
1回
0回
0回

駒澤大学
東京農業大学
上武大学
日本体育大学
帝京大学
城西大学
専修大学
青山学院大学
東海大学
亜細亜大学
法政大学
関東学連選抜チーム

44年連続
3年連続
2年連続
62年連続
3年連続
7年連続
6年連続
2年連続
38年連続
9年連続
2年ぶり

44回目
65回目
2回目
62回目
11回目
7回目
66回目
15回目
38回目
33回目
73回目

第80回大会より出場　7回目
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http://www.nichidai-ekiden.jp/
日本大学校友会 箱根駅伝応援サイト
http://www.nichidai-sports.jp/
日本大学校友会 スポーツ振興特別委員会

箱根駅伝 ・ 出雲駅伝 ・ 全日本大学駅伝

箱根駅伝

全日本大学駅伝

日大と三大駅伝

出雲駅伝

Hakone Ekiden

Izumo Ekiden

Zennippon Daigaku Ekiden

田中  英壽

髙松  雄行

日本大学校友会会長・日本大学理事長

日本大学校友会スポーツ振興特別委員会委員長・日本大学常務理事

̶ 出雲・伊勢は優勝! 勝負は箱根で! ̶
　全国100万校友の皆さん! いよいよ新春スポーツの大一番、箱根駅伝決戦の時を迎えました。我が日本大学の選
手たちは出雲・伊勢での優勝で二冠を達成！ 谷口主将を中心に燃える軍団は三冠制覇に王手を掛けています。両
大会とも逆転のテープを切ったギタウ・ダニエル選手は今春の箱根駅伝が最後となります。母校の襷に青春の全て
を捧げて走る選手達に校友の皆様方の熱いご声援を期待致します。
　1区から10区まで母校の旗を押し立て、区長を中心に日大人らしい魂の雄叫びを声援に換えて母校選手の応援
に全力を注いで下さい。当委員会も田中英壽会長の熱血指導の下、保健体育審議会所属競技部の支援を目的に
活動しております。常日頃の校友の皆様方の温かいご支援に感謝申し上げますと共に物心両面に亙る更なるご協
力を心からお願いし、挨拶と致します。

　全国の校友はじめ箱根駅伝ファンの方におかれましては、毎年、日大駅伝チームを応援していただきまして、誠に
ありがとうございます。
　今春の大会では、本学のダニエル選手が第２区で20人抜きという快挙を演じ、全国の皆さまに感動を届けてくれ
ました。大会終了後ただちに、チームは“来年こそは優勝”という誓いをたて、トレーニングを始めました。選手は、夏
の北海道や菅平での厳しい合宿も耐え、監督を信じ、お互いを信じ、そして日大のチーム力を信じて練習を重ねて
おります。
　第86回となる本年は、“13度目の優勝”という感動を皆さまにお届けできると思います。しかし、皆さまの応援こそ
が、選手の走りに力と勇気を与えてくれますので、本学駅伝チームの応援をよろしくお願いいたします。

作詞／相馬御風　作曲／山田耕筰

日に日に新たに　文化の華の
さかゆく世界の　曠野の上に
朝日と輝く　国の名負いて
巍然と立ちたる　大学日本
正義と自由の　旗標のもとに
集まる学徒の　使命は重し
いざ讃えん　大学日本
いざ歌わん　われらが理想

１.四海に先んじ　日いづる国に
富嶽とゆるがぬ　建学の基礎
栄ある歴史の　道一すじに
向上息まざる　大学日本
治世の一念　炎と燃ゆる
われらが行く手の　光を見よや
いざ讃えん　大学日本
いざ歌わん　われらが理想

２.

挨  拶

校  歌

（東京箱根間往復大学駅伝競走）
東京大手町・読売新聞社前から箱根・芦ノ湖までの東海道を5区間に区切り往復10区間
で競われる、大学対抗の駅伝競走。毎年1月2日に往路、1月3日に復路が走られる。

（出雲全日本大学選抜駅伝競走）
毎年10月に出雲大社から出雲ドームまでをコースとして行われる大学駅伝。

（全日本大学駅伝対校選手権大会）
大学駅伝では最大規模であり、学生日本一を決める大会。

過去85回の優勝校
回数
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

西暦
1920
1921
1922
1923
1924
1925
1926
1927
1928
1929
1930
1931
1932
1933
1934
1935
1936
1937
1938
1939
1940
1941
1942

優勝校
東京高等師範
明治大学
早稲田大学
早稲田大学
明治大学
明治大学
中央大学
早稲田大学
明治大学
明治大学
早稲田大学
早稲田大学
慶應大学
早稲田大学
早稲田大学
日本大学
日本大学
日本大学
日本大学
専修大学
日本大学
太平洋戦争のため中止
〃

回数
22

23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41

西暦
1943
1944
1945
1946
1947
1948
1949
1950
1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
1958
1959
1960
1961
1962
1963
1964
1965

優勝校
日本大学
太平洋戦争のため中止
〃
〃
明治大学
中央大学
明治大学
中央大学
中央大学
早稲田大学
中央大学
早稲田大学
中央大学
中央大学
日本大学
日本大学
中央大学
中央大学
中央大学
中央大学
中央大学
中央大学
日本大学

回数
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64

西暦
1966
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
1987
1988

優勝校
順天堂大学
日本大学
日本大学
日本体育大学
日本体育大学
日本体育大学
日本体育大学
日本体育大学
日本大学
大東文化大学
大東文化大学
日本体育大学
日本体育大学
順天堂大学
日本体育大学
順天堂大学
順天堂大学
日本体育大学
早稲田大学
早稲田大学
順天堂大学
順天堂大学
順天堂大学

回数
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85

西暦
1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009

優勝校
順天堂大学
大東文化大学
大東文化大学
山梨学院大学
早稲田大学
山梨学院大学
山梨学院大学
中央大学
神奈川大学
神奈川大学
順天堂大学
駒澤大学
順天堂大学
駒澤大学
駒澤大学
駒澤大学
駒澤大学
亜細亜大学
順天堂大学
駒澤大学
東洋大学

第86回東京箱根間往復大学駅伝競走出場校
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ド
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回
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8
）

東洋大学
早稲田大学
大東文化大学
中央学院大学
山梨学院大学
日本大学
明治大学
中央大学

1回
12回
4回
0回
3回
12回
7回

  14回

  8年連続   68回目
34年連続　79回目
43年連続　43回目
  8年連続　11回目
24年連続   24回目
13年連続   81回目
  2年連続   52回目
81年連続   84回目

戦時中、箱根路が軍需品の輸送などの理由で使用禁止となった昭和16年（1941年）に東京青梅間往復大学専門学校鍛錬継走大会が行われて
見事本学が優勝を果たしております。第2回大会は翌年ではなく同年11月30日に開催され、本学が2連覇を果たしました。

【写真提供】
陸上競技社・日本大学新聞社

■学部・学科／商学部・商業学科　4年生　
■出身高校／兵庫県・報徳学園高校　
■自己記録／13分56秒（5,000m）・29分37秒 （10,000m）
　　　　　　1時間03分28秒（ハーフマラソン）

■学部・学科／文理学部・体育学科　4年生　
■出身高校／山口県・西京高校　
■自己記録／14分09秒（5,000m）・29分16秒 （10,000m）
　　　　　　1時間03分28秒（ハーフマラソン）

監督方針の三大駅伝制覇を目標に全員で厳しいトレーニン
グに耐えてがんばってきました。主将としてチームの結束
を図り、又、一選手としても４年間の全てを賭けたレース
になりますので、高い目標に向かって走る覚悟です。校友
の皆さん！ 沿道での熱い声援よろしくお願いいたします。

　今年も箱根の季節がやって参りました。校友の皆様におかれましては、母校選手・スタッフへの熱い声援をいただき感
謝申し上げます。
　堀込コーチとともに選手のメンタル面の育成にも取り組んで2年目となります。今年度は、大学創立120年目の記念
すべき年に出雲駅伝では2年連続、全日本駅伝では4年ぶりに優勝を果たし、大学駅伝３冠へ向けて箱根駅伝にチャレ
ンジとなります。精神面で成長著しいキャプテンの谷口恭悠がダニエルとともにエースとして勝負していく展開になると
思います。
　100万人の校友の皆様には、これまで以上に熱い声援を選手・スタッフにいただけますようよろしくお願い申し上げ、
挨拶とさせていただきます。

陸上競技部監督　小山  裕三日本大学理工学部　教授

経済学部・経済学科4年
出身校／長野県・長野日大高校

長距離コーチ  堀込  隆

駅伝主将　谷口  恭悠

副主将としてチームに貢献し、出雲・伊勢の優勝の勢いを
追い風としてがんばりたいと思います。
最後の箱根駅伝なので悔いの残らない走りができるよう
に、日々の練習に取り組んできました。沿道での熱い声援
をよろしくお願いします。

駅伝副主将　中原  知大

日本大学陸上競技部／指導スタッフ
NIHON UNIVERSITY
Hakone Ekiden staff

駅伝主務　宮下  拓也

部長

副部長

監督

佐藤　三武朗

齋藤　貢

小山裕三

日本大学国際関係学部　学部長

日本大学理事・財務部長

日本大学理工学部　教授

長距離コーチ

コーチ

駅伝主務

堀込　隆

小泉和弘

宮下拓也

日本大学保健体育事務局

日本大学保健体育事務局

日本大学経済学部経済学科4年

陸上競技部 指導スタッフ （長距離部門）

おかげさまで、出雲・全日本と二つのタイ
トルを取ることができました。これもひと
えに校友の皆様のご声援の賜物と、深く
感謝申し上げます。さて、いよいよ箱根駅
伝です。主将の谷口がリーダーシップを
発揮し、良いチームとなりました。新型イ
ンフルエンザが猛威を振う昨今ですが、
故障もインフルエンザも予防に努め、心
身ともにしっかりと強化して本番に臨み
たいと思います。選手・スタッフ一丸と
なって、襷をつないでまいりますので、皆
様のご声援をよろしくお願いいたします。

コーチ  小泉  和弘
伝統を誇る86回目を迎え
た箱根駅伝へ、私は国際関
係学部担当コーチとして、
ギタウダニエル選手と4年
間に渡って、生活指導を含
めた、学園生活、競技生活、
課外活動等を一緒になって
日々指導して参りました。
彼が大学最後の走りとなる
箱根路を全力で区間新記録
で走破しチームが優勝する
ことを願っております。

出雲・全日本と優勝
することができまし
たが、さらに気持ちを
引き締めていきたい
と思います。選手が
力を発揮できるよう
に精一杯サポートし
ていきたいと考えて
います。応援よろしく
お願いいたします。

日本大学保健体育審議会所属全競技部の応援活動を目的として設立。

日本大学校友会 スポーツ振興特別委員会

射 撃 部 重 量 挙 部 山 岳 部 ラ グ ビ ー 部

ボ ク シ ン グ 部 ス キ ー 部 ス ケ ー ト 部 バスケットボール部 バレーボール部 レ ス リ ン グ 部

サ ッ カ ー 部

ハンドボール部

ヨ ッ ト 部

応援リーダー部

アメリカンフットボール部 フェンシング部 ゴ ル フ 部 バドミントン 部

空 手 部 自 動 車 部 準 硬 式 野 球 部 体 操 部

弓 道 部 卓 球 部 馬 術 部 自 転 車 部 テ ニ ス 部 ソフトテニス部

水 泳 部 野 球 部 ボ ー ト 部 柔 道 部 剣 道 部 相 撲 部

陸 上 競 技 部
日本大学保健体育審議会  所属競技部全35部

募金の御礼
今年も全国100万校友の皆様方より、熱いご声援と心温まるご支援を頂きまして
誠に有難うございました。募金は保健体育審議会所属競技部の強化費・観戦ガ
イドブック・ポスター・ホームページの制作等に有効に使わせていただきます。

09.NOV.35000：K&S日本大学校友・教職員・学生等関係者用


